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連結業績

FY2018 
Q1

FY2019 
Q1 増減額 増減率

売上収益 335 393 +58 +17.4％

(売上総利益) (232) (286) (+54) (+23.2％)

営業利益 -207 -173 +34 ー

当期利益 
(親会社帰属） -195 156 +351 ー

売上高　17％増　/ 売上総利益　23％増

CYBERDYNE株式会社

（百万円）

医療用HAL +32M 
粗利率向上(69.2%→72.6％）

投資有価証券関連　+300M 
（内訳） 
　評価益　+440 
　繰延税金費用　△140M

当期利益　156百万円（黒字）
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サービス

製品販売

レンタル・保守

連結売上実績（取引別）

（百万円）
レンタル：保守：期間収益 
製品販売：一時点の販売収入 
サービス：一時点のサービ収入

レンタル・保守売上 
20%増

医療用HAL                +32M 
作業支援用(腰タイプ）  +6M 
清掃・搬送ロボット  　 +7M

(主な内訳)
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連結売上実績（地域別）

（百万円）

レンタル増加による増収 
主に医療用HAL
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EMEA

　マレーシア: ’18年11月より24台 
　フィリピン：’19年3月より12台

東南アジア（APAC） 
レンタル開始

海外売上高 
65％増
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本書には、当社および当社グループに関連する見通し、計画、目標などの将来に関する記述がなされています。これらの
記述は、当社が本書作成時点において入手した情報に基づきなされたものであり、当社が何らの検証を行っておらず、ま
た内容を保証するものではない公開情報を含んでいます。当社はこれらの記述を更新する義務を負っておりません。 

当社および当社グループに関連する見通し、計画、目標は、当社が合理的と考える前提のもとに記述がなされていますが、
これらの将来に関する記述は、当社の将来の業績を保証するものではなく、これらの記述において表現または暗示されて
いる当社の将来の結果、業績、成果、財政状態と著しく異なる実際の結果、業績、成果、財政状態をもたらす可能性のあ
る、既知および未知のリスク、不確実性、その他あらゆる要素を含んでいます。 
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